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特
集

豪雨災害から市民を守る
　近年、極端な集中豪雨による水害が相次いでいます。内閣府では、2016年2月に「避難勧告等に
関するガイドライン」を改訂。また、国土交通省でも、水防法の改正や避難勧告等の発令に着目した
タイムラインの策定の促進などを進めています。さらに、総務省消防庁では、2016年12月に地域
防災計画やマニュアル等の見直しを行うよう、全国の地方自治体に依頼を行っています。
　今回の特集では、近年の水害の特徴を紹介するとともに、政府が進める防災対策のポイントと防災
体制、加えて、効果的な災害訓練などを進める都市自治体の事例もご紹介します。

寄稿 1 近年の風水害人的被害から考えること
静岡大学防災総合センター教授　牛山素行

寄稿 2 大規模水害から区民を守る
江戸川区長　多田正見

寄稿 3
「地方公共団体の防災対策支援のための
気象予報士活用モデル事業」成果の反映
龍ケ崎市長　中山一生 

寄稿 4
過去の災害を教訓に

“オールたじみ”で取り組む浸水対策
多治見市長　古川雅典
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近
年
の
風
水
害
人
的
被
害
か
ら
考
え
る
こ
と

　

風
水
害
に
よ
る
人
的
被
害
の 

　

調
査
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

　

自
然
災
害
で
最
も
痛
ま
し
い
被
害
は
人
的
被
害

の
発
生
だ
ろ
う
。
筆
者
は
風
水
害
を
主
な
対
象
と

し
て
、
平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）
以
降
、
人
的
被

害
（
死
者
お
よ
び
行
方
不
明
者
、
以
下
で
は｢
犠
牲

者｣

と
略
記
す
る
）
発
生
状
況
の
調
査
を
進
め
て
い

る
が
、
そ
こ
か
ら
は
、
何
と
な
く
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
犠
牲
者
像
と
実
態
が
少
し
異
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
平
成
16
年

（
２
０
０
４
年
）
〜
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
の
風

水
害
に
よ
る
全
国
の
犠
牲
者
７
６
１
人
の
集
計
結

果
か
ら
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
犠
牲
者
が
生
じ
た
原
因
と
な
っ
た
現
象
（
外

力
・
ハ
ザ
ー
ド
）は
、「
土
砂
災
害
」が
約
47
％
と
最

も
多
く
、
以
下「
洪
水
」約
21
％
、「
河
川
」約
19
％
、

「
強
風
」
約
６
％
、「
高
波
」
約
３
％
な
ど
と
な
る
。

こ
こ
で
「
洪
水
」
と
は
川
か
ら
あ
ふ
れ
た
水
で
犠
牲

者
が
生
じ
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、「
河
川
」
と
は
、
川

沿
い
の
道
を
通
行
し
た
り
、
水
路
の
見
回
り
を
す

る
な
ど
、
増
水
し
た
川
に
近
づ
い
て
亡
く
な
っ
た

ケ
ー
ス
で
あ
る
。「
洪
水
」
と｢

河
川｣

の
犠
牲
者
は
、

言
い
方
を
変
え
る
と
基
本
的
に
は
「
溺
死
者
」
で
あ

る
。
風
水
害
の
溺
死
者
と
い
う
と
、
川
か
ら
水
が

あ
ふ
れ
て
そ
の
水
に
流
さ
れ
た
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

そ
う
だ
が
、
実
は
そ
う
し
た
形
態
は
溺
死
者
の
半

数
に
と
ど
ま
る
。
大
雨
で
も
川
が
あ
ふ
れ
て
い
な

け
れ
ば
大
丈
夫
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が

示
唆
さ
れ
る
。

　

犠
牲
者
の
遭
難
場
所
を
建
物
の
中
（
屋
内
）
と
建

物
の
外（
屋
外
）に
大
別
す
る
と
、「
屋
内
」約
51
％
、

「
屋
外
」約
48
％
で
ほ
ぼ
半
々
と
な
る
。
原
因
と
な
っ

た
現
象
別
に
見
る
と
、「
土
砂
災
害
」の
み
は「
屋
内
」

が
大
多
数（
約
86
％
）だ
が
、
ほ
か
の
現
象
で
は「
屋

外
」
が
多
数
を
占
め
る
。
自
宅
な
ど
に
い
る
人
が
ほ

か
の
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
（
水
平
避
難
）
で
犠
牲

者
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
は
主
に

土
砂
災
害
で
、
ほ
か
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
む
し

ろ
激
し
い
現
象
が
発
生
し
て
い
る
際
に
屋
外
で
無

理
な
行
動
を
取
ら
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
る
。

1寄稿

静
岡
大
学
防
災
総
合
セ
ン
タ
ー
教
授
　
牛う

し
や
ま山
素も

と
ゆ
き行

0 20 40 60 80 100

全体（Ｎ＝761）

洪水（Ｎ＝159）

河川（Ｎ＝145）

土砂（Ｎ＝360）

その他（Ｎ＝97）

（％）

屋外48.4％

63.5％

97.9％

13.3％

79.4％

屋内51.0％

35.8％

86.1％

18.6％

2.1％

図1 　原因外力別犠牲者発生場所
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避
難
と
は 

　

｢

避
難
場
所
へ
行
く
こ
と｣

だ
け
で
は
な
い

　

平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
台
風
10
号
に
よ
る
岩

手
県
の
高
齢
者
施
設
で
の
人
的
被
害
発
生
な
ど
を

き
っ
か
け
に
、
内
閣
府
は
「
避
難
勧
告
等
の
判
断
・

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る

検
討
会
」
を
設
置
し
た
。
こ
こ
で
は
避
難
に
関
す
る

情
報
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
、
筆

者
も
参
加
の
機
会
を
得
た
。
内
閣
府
は
こ
の
報
告

も
踏
ま
え
、
平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
１
月
に
情

報
の
名
称
変
更
も
含
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂

を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の「
避
難
準
備
情
報
」は「
避
難

準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」に
、「
避
難
指
示
」は

「
避
難
指
示（
緊
急
）」と
な
っ
た
。

　
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
と
は
、
避

難
に
時
間
の
掛
か
る
人
（
お
年
寄
り
、
障
害
の
あ
る

方
、
乳
幼
児
、
外
国
人
な
ど
）
や
危
険
な
場
所
（
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
や
堤
防
未
整
備
河
川
の
近

く
な
ど
）
に
い
る
人
に
避
難
を
呼
び
掛
け
る
情
報
で

あ
る
。「
高
齢
者
等
」
と
い
う
文
言
か
ら
、「
高
齢
者

（
要
支
援
者
）の
た
め
だ
け
の
情
報
」と
誤
解
さ
れ
る

こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。
高
齢
者
で
な
く
て
も
危

険
な
と
こ
ろ
に
起
居
し
て
い
る
人
は
そ
ろ
そ
ろ
行

動
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
の
が「
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
」
の
趣
旨
で
あ
る
。「
避
難
勧

告
」
を
出
す
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
注
意
を
し
た
方
が

い
い
よ
う
な
状
況
が
あ
り
得
る
。
そ
の
よ
う
な
場

合
に
最
初
に
警
告
的
に
出
す
情
報
と
し
て
、「
避
難

準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
が
活
用
さ
れ
る
と
よ

い
と
思
う
。

　

そ
も
そ
も
「
避
難
」
と
い
う
言
葉
に
固
定
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
持
た
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
避
難
と

は
「
決
め
ら
れ
た
避
難
場
所
に
行
く
こ
と
」
だ
け
で

な
く
、
何
ら
か
の
手
段
で
安
全
を
確
保
す
る
と
い

う
意
味
で
あ
る
。「
避
難
場
所
へ
行
く
こ
と
」
は
手
段

の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
目
標
は
「
危
険
か
ら
逃
れ
る

こ
と
」で
あ
り
、「
避
難
場
所
へ
行
く
こ
と
」が
目
標

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
近
隣
や
屋
内
の
安
全
な
場

所
へ
の
移
動
も
避
難
の
一
つ
と
な
る
。
避
難
場
所

で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
か
か
わ
り
な
く
、
少
し

で
も
安
全
が
確
保
で
き
る
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
で

あ
っ
て
も
、
例
え
ば
土
地
が
低
い
た
め
地
震
時
に

は
使
用
す
る
が
大
雨
時
に
は
使
用
し
な
い
と
計
画

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
常
に
同
一
の
避
難
場

所
へ
移
動
す
る
こ
と
が
「
正
し
い
行
動
」
で
は
な
い

こ
と
、
ま
た
、
個
々
の
地
域
で
ど
の
よ
う
な
災
害

が
起
こ
り
得
る
の
か
を
日
ご
ろ
か
ら
理
解
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

災
害
時
の
管
理
者
責
任
を 

　

強
く
問
う
流
れ
へ
の
違
和
感

　

近
年
、
自
然
災
害
に
関
す
る
「
予
見
可
能
性
」
を

比
較
的
広
く
認
め
、
災
害
時
に
お
け
る
管
理
者
側

の
責
任
を
強
く
求
め
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
自
然
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
の
遭
難
状
況

を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
あ
ま
り
の
痛
ま
し
さ
に
打

ち
の
め
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
災
害
時
の
管

理
者
責
任
を
強
く
問
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
で
よ
い
の
か
と
い
う
違
和
感
を
禁
じ
得
な
い
。

　

例
え
ば
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
て
は
い
く
つ

か
の
訴
訟
が
あ
る
が
、
宮
城
県
石
巻
市
の
私
立
幼

稚
園
に
か
か
わ
る
訴
訟
で
は
、
仙
台
地
裁
が
「
地
震

発
生
後
に
津
波
に
関
す
る
情
報
収
集
義
務
の
履
行

を
怠
っ
た
結
果
、（
園
児
の
乗
る
）
バ
ス
を
眼
下
に

海
が
間
近
に
見
え
る
高
台
に
あ
る
幼
稚
園
か
ら
海

側
の
低
地
帯
に
出
発
さ
せ
て
園
児
ら
４
名
の
津
波

被
災（
死
亡
）を
招
い
た
」な
ど
と
し
て
、
原
告
の
主

張
を
全
面
的
に
認
め
る
判
決
を
出
し
、
そ
の
後
控

訴
審
で
園
側
が
責
任
を
認
め
和
解
と
な
っ
た
。
こ

の
ケ
ー
ス
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
津
波
浸

水
想
定
区
域
か
ら
は
近
い
と
こ
ろ
で
も
数
百
ｍ
離

れ
た
場
所
に
バ
ス
を
走
ら
せ
た
こ
と
な
ど
の
責
任

が
問
わ
れ
、
判
決
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水
域

で
な
か
っ
た
と
し
て
も
大
津
波
警
報
や
高
台
へ
の

避
難
の
呼
び
掛
け
な
ど
か
ら
、
危
険
性
に
つ
い
て

の
予
見
可
能
性
は
あ
っ
た
と
裁
判
所
は
判
断
し
た

よ
う
で
あ
る
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
記
載
の
情
報
に
は
不
確
実
性

が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
想
定
外
」
の
現
象
が
起
こ
り

得
る
こ
と
、
巨
大
な
地
震
に
伴
っ
て
大
き
な
津
波

が
生
じ
得
る
こ
と
な
ど
は
、
東
日
本
大
震
災
経
験

後
の
現
代
日
本
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
は
「
常

識
」
と
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
東

日
本
大
震
災
を
引
き
起
こ
し
た
平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
14
時
46
分
の
地
震
発
生

時
点
の
人
々
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
「
常
識
」
だ
っ
た

と
は
言
え
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ
の
判
決
は
、

現
時
点
の
「
常
識
」
を
持
っ
て
、
過
去
の
人
の
行
動
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を
裁
い
た
も
の
と
筆
者
に
は
思
え
て
な
ら
な
い
。

　
「
管
理
者
」
と
は
公
的
機
関
関
係
者
に
は
限
ら
れ

ず
、
現
に
前
述
し
た
訴
訟
の
被
告
は
民
間
の
幼
稚
園

関
係
者
で
あ
る
。
企
業
や
各
種
組
織
で
管
理
的
立
場

に
立
つ
人
は
非
常
に
幅
広
い
。
さ
ら
に
現
在
で
は
、

「
想
定
最
大
規
模
」の
津
波
、
洪
水
な
ど
に
つ
い
て
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
広
く
公
表
さ
れ
て
お
り
、「
予

見
可
能
性
」
は
東
日
本
大
震
災
当
時
よ
り
大
き
く
広

が
っ
て
い
る
。
ま
た
現
実
の
災
害
時
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
予
期
せ
ぬ
状
況
が
生
じ
得
る
。
平
時
で
あ
れ
ば
判

断
で
き
そ
う
な
こ
と
が
冷
静

に
判
断
で
き
な
い
こ
と
も
大

い
に
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
、「
予
見
で
き
た

は
ず
だ
、
対
応
で
き
た
は
ず

だ
」
と
い
っ
た
考
え
方
を
強
め

れ
ば
、
責
任
を
取
ら
さ
れ
る

「
管
理
者｣

は
膨
大
な
数
に
上

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
に
、
社
会
全

体
と
し
て
耐
え
得
る
の
か
、

大
い
に
心
配
し
て
い
る
。

　

中
核
的
防
災
人
材
育
成
の 

　

重
要
性

　
「
避
難
」
に
関
す
る
新
た
な

考
え
方
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に

対
応
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
の
整
備
も
進
ん
で
い

る
。
一
方
で
、「
避
難
」
に
関

す
る
判
断
の
結
果
生
じ
た
被

害
に
対
し
て
、
管
理
者
側
の

責
任
を
強
く
問
う
流
れ
も
生

じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
へ
の
対
応
策
は
な
か
な

か
困
難
で
は
あ
る
が
、
防
災
の
実
務
に
当
た
る
人
に

対
す
る
研
修
の
充
実
は
一
つ
の
方
策
と
な
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

近
年
に
な
っ
て
、
こ
う
し
た
自
治
体
の
防
災
担
当

者
な
ど
の
実
務
者
を
支
援
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
内
閣
府
に
よ
る
「
防
災
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
研
修
」
な
ど
の
研
修
制
度
も
始

ま
っ
た
。
筆
者
が
勤
務
す
る
静
岡
大
学
で
も
平
成
23

年（
２
０
１
１
年
）か
ら
静
岡
県
と
連
携
し「
ふ
じ
の

く
に
防
災
フ
ェ
ロ
ー
養
成
講
座
」を
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
研
修
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た

め
の
人
員
、
予
算
の
確
保
に
も
課
題
が
生
じ
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
の
「
ふ
じ
の
く
に
防
災
フ
ェ
ロ
ー
養

成
講
座
」
も
文
部
科
学
省
か
ら
の
助
成
が
終
了
し
、

最
近
で
は
受
講
者
か
ら
受
講
料
徴
収
を
し
て
い
る

が
、
ま
っ
た
く
焼
け
石
に
水
の
状
況
で
あ
る
。
内
閣

府「
防
災
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
研
修
」も
予
算
的
に

は
厳
し
い
状
況
と
聞
い
て
い
る
。

　

状
況
が
厳
し
い
中
で
も
、
こ
う
し
た
研
修
の
継
続

を
多
く
の
関
係
者
が
支
え
て
い
る
の
は
、
防
災
実
務

に
当
た
る
人
を
少
し
で
も
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
と
筆
者
は

考
え
て
い
る
。
時
間
的
、
予
算
的
制
約
が
あ
る
こ
と

は
十
分
理
解
し
て
い
る
が
、
防
災
対
策
を
め
ぐ
る
厳

し
い
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
に
、
自
治
体

関
係
各
位
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
研
修
に
人
を
出

す
こ
と
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

自治体や企業等で防災に関わる業務に従事している現役実務者

静岡大学ふじのくに防災フェロー養成講座

ふじのくに防災フェロー (静岡県知事認証称号)

防災実務現場

連携連携

地域社会全体の防災力向上

行政機関・指定公共機関・報道機関・教育機関・民間企業等

地域の災害特性を理解し、災害に関わる科学的情報を読み解ける、
実践的応用力を身につけた中核的防災実務者

講義・実習による基礎知識をもとにした、個別指導による修了研修

防災関係の自然科学・
人文社会科学系の講義科目

現地調査、文献収集、観測、
データ処理などの実習科目

防災関係実務経験，内閣府防災スペシャリスト研修・ふじのくに防災士等の研修

行政機関
防災関係職員

指定公共機関
防災関係者

報道関係者
教育関係者

民間企業
防災関係者

静
岡
大
学
防
災
総
合
セ
ン
タ
ー
関
係
学
内
外
教
員

静
岡
県
危
機
管
理
部

図2 　静岡大学「ふじのくに防災フェロー養成講座」の概要
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大
規
模
水
害
か
ら
区
民
を
守
る

　

放
水
路
が
守
る 

　
「
水
と
緑
豊
か
な
ま
ち
」
江
戸
川
区

　

東
京
都
の
東
部
地
域
を
悠
然
と
流
れ
る
荒
川
は
隅

田
川
の
放
水
路
で
あ
る
。
明
治
43
年
東
京
地
方
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
を
契
機
に
、
翌
明
治

44
年
に
は
い
ち
早
く
荒
川
放
水
路
が
計
画
さ
れ
、
20

年
間
の
歳
月
を
経
て
昭
和
５
年
に
は
完
成
し
た
。
ま

た
同
時
期
に
は
江
戸
川
放
水
路
（
江
戸
川
区
の
名
称

は
こ
の
河
川
名
江
戸
川
に
由
来
し
て
い
る
）
も
計
画

さ
れ
大
正
８
年
に
完
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
区
の

中
央
に
は
昭
和
13
年
の
洪
水
高
潮
被
害
を
契
機
に
中

川
放
水
路
が
開
削
さ
れ
た
。
江
戸
川
区
の
治
水
安
全

度
は
こ
の
大
小
３
本
の
放
水
路
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
本
区
の
南
部
は
東
京
湾
に
面
し
、
多
く
の
野

鳥
が
飛
来
し
豊
富
な
魚
介
類
が
生
息
す
る
な
ど
東
京

都
内
で
は
貴
重
で
広
大
な
干
潟
が
広
が
っ
て
い
る
。
現

在
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
る
べ
く
さ
ま
ざ
ま

な
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
干
潟
と
市
街
地
の

間
に
は
、
埋
め
立
て
事
業
と
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
創
出
し
た
80

ha
の
広
大
な
葛
西
臨
海
公
園

が
整
備
さ
れ
、
海
岸
線
に
対
す
る
稜
線
は
高
潮

対
策
護
岸
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
と
も
に
、

明
る
く
開
放
的
な
空
間
を
創
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
河
川
と
海
に
囲
ま
れ
た
江
戸
川

区
の
市
街
地
に
は
か
つ
て
４
２
０
㎞
に
及
ぶ
中
小

河
川
と
農
業
用
水
が
存
在
し
て
い
た
。
現
在
で

は
親
水
公
園
、
親
水
緑
道
と
し
て
総
延
長
27
㎞

に
わ
た
り
区
内
縦
横
に
再
生
整
備
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
区
の
面
積
49
㎢
（
内
、
水
域
が
20
％

を
占
め
る
）に
69
万
５
３
６
６
人（
平
成
30
年
１

月
１
日
現
在
：
年
少
人
口
比
率
13
・
13
％
、
老

年
人
口
比
率
20
・
97
％
）が
暮
ら
す「
水
と
緑
豊

か
な
ま
ち
」と
な
っ
て
い
る
。

　

地
盤
沈
下
と
堤
防
の
整
備

　

わ
が
国
の
高
度
成
長
を
支
え
た
工
業
化
の
進

展
は
、
地
下
水
利
用
や
天
然
ガ
ス
の
採
取
に
よ
っ

て
大
規
模
な
地
盤
沈
下
を
招
き
、
広
範
な
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

沈
下
量
は
多
い
と
こ
ろ
で
４
・５
ｍ
（
江
戸
川
区

2寄稿

江え
ど
が
わ

戸
川
区
長（
東
京
都
）　
多た

だ田
正ま

さ
み見

防潮堤機能を持つ「葛西臨海公園」
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内
で
も
２
・５
ｍ
）
に
達
し
た
。
東
京
東
部
地
区
（
江

東
５
区
１
９
２
㎢
）
の
う
ち
満
潮
面
以
下
の
面
積
は

１
２
４
㎢
に
及
ぶ
。
地
盤
沈
下
は
堤
防
の
有
効
高
さ

も
減
少
さ
せ
護
岸
の
嵩か
さ

上
げ
整
備
が
度
々
必
要
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
昭
和
34
年
に
伊
勢
湾
台
風
が
名
古
屋
地

方
に
甚
大
な
高
潮
被
害
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
契
機

と
し
、
東
京
の
護
岸
整
備
は
東
京
湾
に
お
い
て
伊

勢
湾
台
風
級
の
高
潮
が
発
生
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
今
日
で
は
高
潮
護
岸
は
ほ

ぼ
完
成
し
現
在
は
阪
神
淡
路
大
震
災
級
（
レ
ベ
ル

２
）
の
耐
震
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
東
京
湾
沿
岸
の
13
区
は
東
京
高
潮
対
策
促
進

連
盟
を
結
成
し
、
東
京
都
と
連
携
の
上
、
事
業
の

促
進
を
図
っ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
江
戸
川
区
で
は
、
嵩
上
げ

護
岸
の
課
題
を
解
消
し
、
堤
防
の
さ
ら
な
る
機
能
改

善
、
安
全
度
向
上
に
向
け
て
高
規
格
堤
防
（
ス
ー

パ
ー
堤
防
）
の
整
備
を
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

と
連
携
さ
せ
て
促
進
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
満

潮
面
以
下
の
市
街
地
が
70
％
を
占
め
、
69
万
人
以
上

の
区
民
が
暮
ら
す
わ
が
江
戸
川
区
に
と
っ
て
、
安
全

な
護
岸
整
備
は
治
水
安
全
度
の
確
保
の
た
め
何
年
か

か
っ
て
も
成
し
遂
げ
る
べ
き
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

頻
発
す
る
大
規
模
水
害
：
想
定
外
を
な
く
せ

　

近
年
、
大
規
模
水
害
が
国
内
や
世
界
各
地
で
頻
発

し
て
い
る
。「
想
定
外
を
な
く
せ
」
は
大
き
な
災
害
の

都
度
、
指
摘
さ
れ
続
け
て
き
た
。
最
近
公
表
さ
れ
た

荒
川
の「
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
洪
水
浸
水
想
定
」

で
は
、
流
域
降
雨
量
は
３
日
間
で
６
０
０
㎜
超
を
前

提
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
潮
も
過
去
に
わ
が
国
に

襲
来
し
た
最
大
規
模
の
台
風
（
中
心
気
圧
９
１
０
hpa

程
度
）
が
東
京
湾
付
近
に
最
悪
の
コ
ー
ス
で
接
近
上

陸
し
、
浸
水
被
害
を
拡
大
す
る
こ
と
を
想
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
ー
パ
ー
堤
防
な
ど
破
堤
の
心
配

の
な
い
抜
本
的
な
堤
防
整
備
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
た

い
。
そ
し
て
も
う
一
方
で
は
、
被
災
し
て
も
そ
の
被

害
の
程
度
を
最
小
限
に
低
減
で
き
る
区
民
自
身
が
主

体
的
行
動
を
起
こ
せ
る
避
難
計
画
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
課
題
と
な
る
の
は
荒
川
流
域
の

浸
水
想
定
区
域
は
下
流
域
だ
け
で
も
沿
川
３
市
13
区

の
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
川
区
だ
け
で

取
り
組
め
る
規
模
で
は
到
底
な
く
関
連
す
る
自
治
体

が
連
携
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
地
勢
的
に

も
行
政
的
に
も
関
連
性
の
深
い
江
東
５
区（
墨
田
区
、

江
東
区
、
足
立
区
、
葛
飾
区
、
江
戸
川
区
）
が
連
携

し
て
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

大
規
模
水
害
か
ら
の
避
難
計
画
を
つ
く
る

　

平
成
27
年
９
月
上
旬
、
江
東
５
区
で
相
談
し
話

は
一
気
に
ま
と
ま
り
、
翌
10
月
に
は
「
江
東
５
区
大

規
模
水
害
対
策
協
議
会
」
が
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学

環
の
片
田
敏
孝
特
任
教
授
（
当
時
：
群
馬
大
学
大
学

院
教
授
）
に
お
願
い
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
国
、
東

京
都
、
鉄
道
事
業
者
な
ど
18
関
係
機
関
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
一
堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を

踏
ま
え
て
検
討
が
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
各
機
関

の
積
極
的
な
参
加
に
感
謝
し
紙
面
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

江
東
５
区
の
区
民
は
２
６
２
万
人
（
平
成
30
年
１

月
１
日
現
在
）、
浸
水
想
定
区
域
内
居
住
者
は
90
％

以
上
、
２
週
間
以
上
水
の
ひ
か
な
い
区
域
の
人
口
は

１
０
０
万
人
以
上
全
体
の
40
％
に
及
び
、
大
規
模
水

害
の
被
害
想
定
は
過
酷
な
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た

状
況
下
で
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
に
は
江
東
５

区
の
浸
水
区
域
か
ら
区
外
の
非
浸
水
区
域
へ
の
広

域
避
難
こ
そ
が
決
め
手
に
な
る
。
平
成
28
年
８
月
に

は
こ
の
広
域
避
難
を
基
本
と
し
て
「
江
東
５
区
大
規

模
水
害
避
難
等
対
応
方
針
」
を
次
の
４
項
目
に
わ

た
っ
て
定
め
た
。
①
５
区
に
よ
る
共
同
検
討
の
実

施
②
５
区
と
し
て
の
広
域
避
難
の
た
め
の
避
難
情

報
の
発
信
③
垂
直
避
難
者
の
被
害
低
減
策
の
推
進

④
区
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
（
課
題

認
識
、
必
要
性
の
理
解
な
ど
）で
あ
る
。

　

こ
の
方
針
を
踏
ま
え
、
江
東
５
区
と
し
て
「
江
東

５
区
広
域
避
難
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
よ
り

具
体
的
な
行
動
計
画
お
よ
び
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策

定
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
ま
た
こ
れ
と
並
行
し

て
中
央
防
災
会
議
防
災
対
策
実
行
会
議
「
洪
水
・
高

潮
氾
濫
か
ら
の
大
規
模
・
広
域
避
難
検
討
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」（
内
閣
府
）
が
設
置
さ
れ
、
わ
が
江
東

５
区
の
検
討
と
連
携
し
、
広
域
避
難
の
可
能
性
お
よ
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び
実
効
性
が
具
体
的
に
検
証
さ
れ
て
き
た
。
自
治
体

を
代
表
す
る
委
員
と
し
て
江
戸
川
区
長
を
指
名
い
た

だ
き
検
討
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
幸
い

で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

自
主
的
行
動
に
よ
る
広
域
避
難
で
安
全
確
保

　

今
回
の
検
討
の
大
前
提
は
「
単
独
自
治
体
内
で
の

完
結
避
難
型
」
か
ら
脱
却
し
、
広
域
避
難
を
実
行
す

る
こ
と
で
あ
る
。
広
域
避
難
の
段
階
手
順
は
①
自
主

避
難
呼
び
掛
け
②
広
域
避
難
勧
告
③
垂
直
避
難
指
示

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
判
断
基
準
は
気
象

庁
に
よ
る
雨
量
予
測
、
お
よ
び
河
川
管
理
者
に
よ
る

水
位
情
報
に
基
づ
く
こ
と
と
し
た
。
行
動
計
画
の
主

な
検
討
項
目
は
①
広
域
避
難
が
必
要
と
さ
れ
る
地
域

②
広
域
避
難
勧
告
・
域
内
垂
直
避
難
指
示（
緊
急
）等

の
発
令
③
要
配
慮
者
対
策
④
避
難
行
動
お
よ
び
避
難

場
所
⑤
避
難
手
段
⑥
意
識
の
共
有
・
啓
発
等
々
で
あ

る
。（
詳
細
は
省
略
）

　

広
域
避
難
実
現
に
向
け
て
一
貫
し
て
い
え
る
こ

と
は
①
犠
牲
者
ゼ
ロ
に
向
け
て
広
域
避
難
が
有
効

で
あ
る
こ
と
②
短
い
時
間
で
の
広
域
避
難
の
実
行

が
困
難
で
あ
る
こ
と
③
垂
直
避
難
し
た
と
き
の
避

難
環
境
は
極
め
て
過
酷
で
あ
る
こ
と
の
３
点
で
あ

る
。
本
行
動
計
画
の
目
標
は
こ
の
こ
と
を
区
民
と

共
有
し
、
早
い
段
階
で
の
自
主
的
広
域
避
難
を
促

す
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
に
向
け
て

　

こ
の
夏
（
平
成
30
年
）
に
は
行
動
計
画
お
よ
び
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ま
と
め
、
公
表
す
る
予
定
で
あ

る
。
そ
し
て
区
民
へ
の
周
知
と
意
識
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
す
る
。
一
方
、
広
域
避
難
実
行
の

た
め
に
は
乗
り
越
え
具
体
化
す
べ
き
課
題
が
山
積
し

て
い
る
。
広
域
避
難
実
行
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
具

体
化
、
社
会
的
気
運
の
醸
成
な
ど
で
あ
る
。
関
係
機

関
参
加
の
も
と
さ
ら
な
る
検
討
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
い
。
ま
た
、
抜
本
的
に
は
被
害
の
発
生
を

防
ぐ
ハ
ー
ド
対
策
（
堤
防
強
化
、
排
水
ポ
ン
プ
能
力

の
増
強
な
ど
）
の
推
進
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

安
全
安
心
の
地
域
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
は
自
治
体

の
根
幹
的
責
務
で
あ
り
、
治
水
を
は
じ
め
と
す
る
災

害
対
策
は
も
っ
と
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
だ
。
幾
多

の
困
難
が
あ
っ
て
も
区
民
の
安
全
確
保
の
た
め
各
機

関
が
連
携
し
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
う
。

江東５区の 浸水・広域避難イメージ
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「
地
方
公
共
団
体
の
防
災
対
策
支
援
の
た
め
の

気
象
予
報
士
活
用
モ
デ
ル
事
業
」成
果
の
反
映

　

は
じ
め
に

　

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
、
平
成
28

年
の
台
風
第
10
号
に
よ
る
大
雨
災
害
、
平
成
29
年
７

月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
等
、
局
地
化
・
集
中
化
・
激

甚
化
す
る
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
突
入
し
た
豪
雨
災
害

が
日
本
列
島
を
毎
年
の
よ
う
に
襲
っ
て
い
る
。

　

私
は
、
就
任
以
来
、
利
根
川
の
逆
流
に
よ
る
小
貝

川
水
害
の
歴
史
の
教
訓
か
ら
小
貝
川
の
氾
濫
は
将
来

必
ず
襲
っ
て
く
る
も
の
と
想
定
し
て
、
洪
水
に
対
す

る
防
災
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
10
月
の
台
風
第
26
号
に
よ
る
市

内
12
カ
所
で
発
生
し
た
が
け
崩
れ
を
教
訓
に
土
砂
災

害
の
防
災
体
制
を
強
化
し
て
き
た
。
そ
し
て
何
よ
り

も
自
然
災
害
か
ら
の
人
的
被
害
の
絶
無
を
目
指
し

て
、「
避
難
勧
告
等
は
、
明
る
い
う
ち
に
、
さ
ら
に

暴
風
雨
が
来
る
前
に
発
令
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
避

難
勧
告
等
は
空
振
り
で
も
よ
い
」
を
基
本
的
な
方
針

と
し
て
防
災
体
制
を
整
え
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な

中
、
龍
ケ
崎
市
は
、
平
成
28
年
度
気
象
庁
が
実
施
し

た
「
地
方
公
共
団
体
の
防
災
対
策
支
援
の
た
め
の
気

象
予
報
士
活
用
モ
デ
ル
事
業
」
に
お
い
て
全
国
の
６

つ
の
市
町
村
の
中
の
一
つ
に
選
ば
れ
、
一
般
社
団
法

人
日
本
気
象
予
報
士
会
前
会
長
・
酒
井
重
典
さ
ん
の

派
遣
を
受
け
た
。

　

気
象
予
報
士
が
市
町
村
に
い
る
場
合
、
こ
の
上

な
い
有
益
な
体
験
か
ら
大
き
な
成
果
を
得
て
、
現

在
そ
の
成
果
を
反
映
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
豪
雨
災
害
か
ら
住
民
を
守
る
取
り

組
み
と
し
て
、
市
町
村
防
災
対
応
レ
ベ
ル
の
斉
一

な
向
上
の
参
考
と
し
て
、
市
町
村
長
や
担
当
者
職

員
に
紹
介
す
る
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
防
災
対
策
支
援
の
た
め
の 

　

気
象
予
報
士
活
用
モ
デ
ル
事
業
」
に
つ
い
て

　
「
地
方
公
共
団
体
の
防
災
対
策
支
援
の
た
め
の
気

象
予
報
士
活
用
モ
デ
ル
事
業
」（
以
下
、
本
「
モ
デ
ル

事
業
」
と
表
記
す
る
）
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。

気
象
庁
は
、
台
風
や
低
気
圧
な
ど
が
接
近
す
る
際
に

は
必
要
に
応
じ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
防
災
対
応
に

必
要
な
警
報
・
注
意
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
等
の

防
災
気
象
情
報
を
発
表
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
情
報
の
受
け
手
と
な
る
市
町
村
に
は
、
必
ず
し
も

防
災
気
象
情
報
を
熟
知
し
た
担
当
者
が
配
置
さ
れ
て

い
る
と
は
限
ら
ず
、
そ
の
た
め
気
象
庁
（
地
方
気
象

台
）
か
ら
発
表
さ
れ
る
防
災
気
象
情
報
が
避
難
勧
告

等
の
適
時
・
適
切
な
発
令
の
判
断
等
に
十
分
活
用
さ

れ
て
い
な
い
実
情
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
気
象
庁
は
、
平
成
28
年
度
事
業
と

し
て
、
気
象
防
災
に
関
す
る
専
門
知
識
を
持
つ
気
象

予
報
士
を
出
水
期
の
間（
６
月
〜
９
月
）、
防
災
の
現

場
と
な
る
６
つ
の
市
に
派
遣
し
て
地
方
公
共
団
体
の

防
災
対
策
を
支
援
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
。

　

派
遣
さ
れ
た
６
市
は
、
龍
ケ
崎
市
（
茨
城
県
）、

三
条
市
（
新
潟
県
）、
伊
豆
市
（
静
岡
県
）、
廿
日
市

市（
広
島
県
）、
諫
早
市（
長
崎
県
）、
出
水
市（
鹿
児

島
県
）で
あ
っ
た
。
本「
モ
デ
ル
事
業
」は
、（http://

w
w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/press/1704/27a/
yohoushi_project.htm

l

）
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
確
認
を
お
願
い
し
た
い
。

3寄稿

龍り
ゅ
う
が
さ
き

ケ
崎
市
長（
茨
城
県
）　
中な

か
や
ま山
一か

ず
お生
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特集　豪雨災害から市民を守る

　

本
「
モ
デ
ル
事
業
」
の
成
果
を
生
か
し
て 

　

龍
ケ
崎
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
項

　

４
カ
月
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
気
象

予
報
士
の
派
遣
を
受
け
、
職
員
の
気
象
に
関
す
る

知
識
は
格
段
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、
水
戸
地
方
気

象
台
か
ら
発
表
さ
れ
る
防
災
気
象
情
報
を
以
前
よ

り
も
数
段
深
い
意
味
で
気
象
情
報
を
受
け
取
れ
る

環
境
が
整
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
は
８
月
以
降
、
台
風
が
日
本
列

島
に
６
つ
も
上
陸
し
た
。
私
自
身
、
こ
れ
ま
で
は
か

な
り
迷
い
な
が
ら
避
難
勧
告
等
の
発
令
の
判
断
を

行
っ
て
い
た
が
、
気
象
予
報
士
の
分
か
り
や
す
い
解

説
と
助
言
に
よ
り
、
避
難
勧
告
等
を
発
令
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
と
し
て
は
、
こ
こ
し
か
な
い
と
い
う
よ
う

な
、
か
な
り
確
度
の
高
い
形
で
発
令
で
き
た
と
強
く

感
じ
た
。

　

本
市
は
、
成
果
を
更
に
拡
張
す
る
た
め
、
平
成
29

年
度
は
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
気
象
予
報
士
）業

務
委
託
事
業
を
行
っ
た
。
以
下
、
本
モ
デ
ル
事
業
成

果
を
生
か
し
て
現
在
、
本
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
具

体
的
一
例
に
つ
い
て
、
平
時
お
よ
び
大
雨
等
の
防
災

対
応
時
に
区
分
し
て
紹
介
す
る
。

■�
平
時
　
防
災
気
象
情
報（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
災
害
発
生
予
想（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
）に
変
換

す
る
取
り
組
み

　

水
戸
地
方
気
象
台
等
か
ら
発
出
さ
れ
る
防
災
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
た
職
員
の
気
象
解
説
能

力
は
格
段
に
能
力
向
上
し
、
現
在
も
毎
日
、
防
災
情

報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
危
機
管
理
課
勉
強
会

を
行
い
継
続
的
に
そ
の
ス
キ
ル
は
磨
か
れ
て
い
る
。

そ
の
際
、
防
災
気
象
情
報
は
情
報
資
料
（
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
し
て
で
は
な
く
、
本
市
の
地
形
・

土
壌
を
考
慮
し
た
災
害
発
生
予
想
（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
）
と
し
て
分
析
さ
れ
、
庁
内
各
部
・
課
等
へ
発

信
さ
れ
て
い
る
。
課
内
で
解
読
で
き
な
い
ロ
ー
カ
ラ

イ
ズ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
象
情
報
は
、
水
戸
地

方
気
象
台
へ
直
接
問
合
せ
す
る
な
ど
し
て
解
決
を

図
っ
て
い
る
。

　

こ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
に
変
換
す
る
取
り
組
み
は
、
職
員
の
災
害
対
応
マ

イ
ン
ド
を
能
動
的
・
主
体
的
な
取
り
組
み
に
し
て

お
り
、
平
時
か
ら
意
識
づ
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、

非
常
に
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
図
１
）

■�

大
雨
等
の
防
災
対
応
時
　
早
期
か
ら
の
情
報
共
有

へ
の
取
り
組
み

　

先
の
本「
モ
デ
ル
事
業
」の
期
間
中
に
、
私
は
避
難

準
備
情
報
３
回
と
避
難
勧
告
１
回
を
発
令
し
た
。
そ

れ
は
、
気
象
予
報
士
の
気
象
解
説
ス
キ
ル
の
面
も
あ

る
が
、
警
報
が
発
表
さ
れ
る
前
か
ら
の
早
め
の
情
報

共
有
会
議
を
継
続
的
に
行
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
台
風
の
接
近

や
発
達
し
た
低
気
圧
の
接
近
、
あ
る
い
は
南
岸
低

気
圧
に
よ
る
降
雪
予
想
が
あ
る
場
合
等
に
は
、
警

報
発
表
が
予
想
さ
れ
る
段
階
か
ら
情
報
共
有
会
議

を
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
行
い
、
分
権
の
促
進
と

集
権
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。
平
常
時
体
制
を
基

本
と
す
る
市
町
村
が
、
災
害
対
応
を
的
確
に
行
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
平
常
時
の
マ
イ
ン
ド
を
災
害

 ⑤いつ、どこで、どんな災害が発生！！

“プロアクティブの原則”

①情報収集努力の指向
②情報資料の収集
③情報資料の評価
④情報の使用

①疑わしきは行動せよ
②最悪事態を想定して行動
③空振りは許されるが、
　見逃しは許されない

⑥いつ、どこへ避難勧告を
　発令するか判断・決心
⑦避難勧告の発令
⑧避難勧告の広報伝達
⑨避難誘導・避難所運営

① 継続的に防災気象情報等の収集 

②災害発生予測

③対策の決定

④対策の実行

これから降る雨量は…？
がけ崩れの可能性は…？
洪水の可能性は…？
田んぼを見回る住民の
用水路への落下は…？

図1 　防災気象情報を収集し防災気象情報を災害発生予測に変換
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対
応
の
マ
イ
ン
ド
に
変
換
し
、
物
心
両
面
の
準
備

を
先
行
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
早
め
の
情
報
共

有
会
議
開
催
の
取
り
組
み
は
非
常
に
有
用
で
あ
る
。

情
報
共
有
会
議
は
分
権
機
能
を
促
進
し
、
全
庁
的

に
行
う
集
権
機
能
の
準
備
を
強
化
す
る
有
効
な
手

段
と
捉
え
て
い
る
。（
図
２

左
写
真
を
参
照
）

　

課
題
（
わ
が
こ
と
意
識
が
低
調
）

　

防
災
対
応
に
あ
た
っ
て
は
公
助
・
共
助
・
自
助

が
求
め
ら
れ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
は
住
民
の
公

助
依
存
が
強
く
、
わ
が
こ
と
意
識
が
低
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
住
民
が
防
災
気
象
情
報
を
理
解
し
、

自
ら
の
防
災
行
動
判
断
に
活
用
で
き
る
状
況
に

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　

現
在
、
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ

り
大
規
模
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
河
川
管
理
者
、
県
、
市
町
村
等
が
連
携
・
協

力
し
て
、
減
災
の
目
標
を
共
有
し
、
一
体
的
、
計

画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
全
体
で
洪
水

に
備
え
る
「
水
防
災
意
識
社
会
」
の
再
構
築
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
本
市
は
、
水

害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
、
対
応
能
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
鬼
怒
川
・
小
貝
川

減
災
対
策
協
議
会
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

住
民
一
人
一
人
が
策
定
す
る
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
浸
水
予
想
地
域
住
民

と
行
い
、
自
助
意
識
の
高
揚
、
対
応
能
力
の
向
上

を
図
っ
た
。
こ
の
際
、
気
象
予
報
士
の
協
力
を
得

て
、
住
民
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
地
形
分
析
を

行
い
、
住
民
が
理
解
し
や
す
く
危
険
度
を
把
握
で

き
る
気
象
解
説
や
、
地
域
の
気
象
・
災
害
な
ど
に

係
る
知
識
・
意
識
を
高
め
る
活
動
を
推
進
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
地
域
の

共
助
活
動
の
中
で
順
次
、
住
民
と
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
自
助
・
わ

が
こ
と
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
図
２

右
図
を
参
照
）

　

結
言

　

平
成
28
年
度
実
施
さ
れ
た「
モ
デ
ル
事
業
」の
成
果

の
反
映
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
本
市
は
，
気
象

予
報
士
が
自
治
体
に
い
る
こ
と
の
有
益
性
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
さ
ら
に
そ
の
成
果
を
伸

展
さ
せ
、
局
地
化
・
集
中
化
・
激
甚
化
す
る
豪
雨
災

害
か
ら
住
民
を
守
る
防
災
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　

な
お
、
気
象
庁
で
は
「
地
方
公
共
団
体
の
防
災
対

策
支
援
の
た
め
の
気
象
予
報
士
活
用
モ
デ
ル
事
業
」

の
成
果
を
踏
ま
え
、
気
象
予
報
士
等
気
象
の
専
門
家

を
対
象
と
し
た
「
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
研

修
」
を
開
催
し
、
育
成
し
た
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
地
方
公
共
団
体
に
紹
介
す
る
取
り
組
み
を
平

成
30
年
度
よ
り
開
始
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
興
味

の
あ
る
市
に
お
か
れ
て
は
、
是
非
気
象
庁
に
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

   

 
 

 リスクを認識できる
•自分の家が浸水してしまう
•避難所まで遠い　など

 

鬼怒川・小貝川減災対策協議会提供

 みんなでタイムラインプロジェクト ～マイ・タイムラインとは～ 
マイ・タイムラインの検討の過程で…
！

！

！

！ ！いつ、どうやって逃げる
かがわかる
•なにを持っていく？
•いつ逃げる？ 誰と逃げる？
•危険な場所をよけて逃げるには？ 

コミュニケーションの輪が
広がる
・意見交換することで、知り合いになれる
・ご近所とのつながりが強く、ふとくなる

マイ・タイムラインができると…
災害時の防災行動チェックリストで対応の漏れを防止
災害時の判断をサポート

逃げ遅れゼロ
鬼怒川・小貝川減災対策協議会 「水防災意識社会」の再構築を目指します。

一人ひとりのマイ・タイムライン（イメージ）

3日前

氾濫発生

国 市 住民等

洪水
予報

洪水
予報

テレビの天気予報を注意。

ハザードマップで避難所を確認！

非常持出袋の準備
足りない物を買い出し！

川の水位をインターネットで確認。

おじいちゃんと一緒に
早めの避難開始！

避難所に避難完了

避難
準備

避難
準備

図2 　早い段階からの継続的な情報共有活動

参考：下館河川事務所「みんなでタイムラインプロジェクト」 http://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/shimodate00285.html

警報発表前の段階での情報共有会議
（オープンスペースで、密室では行わない）
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多
治
見
市
は
、
岐
阜
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、

91
・
25
㎢
の
面
積
に
約
11
万
２
０
０
０
人
が
住
む
ま

ち
。
古
く
か
ら
陶
磁
器
や
タ
イ
ル
な
ど
美
濃
焼
の
産

地
と
し
て
発
展
し
、
美
濃
陶
芸
の
人
間
国
宝
を
４
名

輩
出
す
る
な
ど
、
長
い
歴
史
の
中
で
は
ぐ
く
ま
れ
た

人
を
育
て
る
文
化
を
礎
に
、
企
業
誘
致
や
子
育
て
・

教
育
環
境
、
地
域
医
療
の
充
実
な
ど
、『
〜
次
世
代

に
引
き
継
ぐ「
多
治
見
ら
し
さ
」〜
ま
る
ご
と
元
気
！

多
治
見
』を
掲
げ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

地
勢
の
特
徴
は
、
四
方
を
小
高
い
山
に
囲
ま
れ
た

盆
地
の
中
に
、
市
の
中
心
部
を
東
西
に
一
級
河
川
の

土
岐
川
が
流
れ
、
南
北
か
ら
中
小
の
支
川
が
流
入
し

て
い
る
。
盆
地
特
有
の
気
候
で
、
夏
季
の
日
中
は
猛

暑
で
あ
り
、
平
成
19
年
に
は
当
時
の
国
内
最
高
気
温

と
な
る
40
・
９
℃
を
記
録
し
て
い
る
。

　

土
岐
川
の
水
防
と
災
害
の
歴
史

　

土
岐
川
が
、
現
在
の
川
筋
に
流
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
昭
和
７
年
か
ら
岐
阜
県
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
改
修
工
事
以
降
。
昭
和
４
年
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
洪
水
の
災
害
復
旧
を
契
機
と
し
て
、
河
川

改
修
事
業
等
に
着
手
し
、
市
街
地
全
体
の
洪
水
被
害

は
減
少
し
た
が
、
旧
河
道
や
低
地
な
ど
地
形
的
な
制

約
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
依
然
と
し
て
、
水
が
集
ま

り
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
平
和
町
や
池
田
町
、
前
畑
町
に
お
い
て
、

１
０
０
戸
を
超
え
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
平
成
12

年
の
恵
南
豪
雨
発
生
後
、
国
や
県
と
連
携
し
、
治
水

対
策
調
整
会
議
を
設
置
し
対
策
を
進
め
た
も
の
の
、

平
成
23
年
に
は
恵
南
豪
雨
を
は
る
か
に
上
回
る
豪
雨

が
発
生
し
た
た
め
、
同
地
域
に
お
い
て
甚
大
な
浸
水

被
害
が
生
じ
た
。

　

平
成
23
年
９
月
豪
雨
被
害

　

平
成
23
年
９
月
20
日
、
台
風
第
15
号
の
接
近
に
伴

い
、
非
常
に
激
し
い
雨
が
降
っ
た
。
20
日
12
時
か
ら

15
時
の
３
時
間
に
わ
た
り
時
間
雨
量
50
㎜
を
超
え
る

降
雨
が
続
き（
最
大
１
時
間
降
水
量
67
㎜
）、
19
日
０

時
か
ら
21
日
24
時
ま
で
の
総
雨
量
は
４
９
５
㎜
。
観

測
史
上
最
大
の
降
雨
を
記
録
し
た
。

　

こ
の
豪
雨
で
は
、
内
水
氾
濫
に
よ
り
市
内
の
約

39

ha
が
浸
水
。
死
者
１
名
、
負
傷
者
１
名
、
住
家
の

4寄稿

過
去
の
災
害
を
教
訓
に

“
オ
ー
ル
た
じ
み
”で
取
り
組
む
浸
水
対
策

多た

じ

み
治
見
市
長（
岐
阜
県
）　
古ふ

る
か
わ川
雅ま

さ
の
り典

 

池田町
前畑町

田代町

平和町

土岐
川

H23.9.20 台風15号豪雨における浸水区域

図1 　市内を流れる土岐川と平成23年９月豪雨における浸水区域
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床
上
浸
水
は
１
５
７
戸
、
床
下
浸
水
１
８
０
戸
、
道

路
や
河
川
の
崩
壊
な
ど
多
く
の
被
害
が
生
じ
た
。
ま

た
、
開
設
し
た
10
カ
所
の
避
難
所
に
６
０
３
名
が
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

多
治
見
市
浸
水
対
策
実
行
計
画（
ハ
ー
ド
対
策
）

　

こ
の
状
況
を
受
け
、
浸
水
被
害
軽
減
に
向
け
て
、

ハ
ー
ド
整
備
を
中
心
と
し
た
計
画
を
策
定
し
た
。「
多

治
見
市
平
和
町
、
池
田
町
、
前
畑
町
、
田
代
町
等
雨

水
排
水
対
策
協
議
会
」
で
は
、
国
土
交
通
省
や
岐
阜

県
を
は
じ
め
、
防
災
、
気
象
、
河
川
、
道
路
、
下
水

道
、
都
市
計
画
、
開
発
指
導
の
関
係
部
署
や
機
関
、

地
区
役
員
で
構
成
す
る「
協
議
会
」と
、
実
務
者
に
よ

る「
幹
事
会
」を
組
織
。
当
時
の
浸
水
被
害
の
実
態
や

被
災
原
因
の
検
証
を
踏
ま
え
、
河
川
整
備
、
排
水
対

策
、
流
出
抑
制
、
浸
水
被
害
軽
減
対
策
の
４
本
を
事

業
の
柱
と
し
た
治
水
安
全
度
向
上
の
た
め
の
具
体
策

を
ま
と
め
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
ポ
ン
プ
機
能
の
増
強
、
支
川
の
付

け
替
え
等
、
全
体
で
71
施
策
、
計
画
事
業
費
約
87
億

円
の
一
大
事
業
。
国
土
交
通
省
の
「
１
０
０
㎜
／
ｈ

安
心
プ
ラ
ン
」
に
登
録
さ
れ
、
計
画
完
了
後
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
平
成
23
年
規
模
の
豪
雨
が

再
来
し
て
も
、
床
上
浸
水
被
害
の
発
生
を
抑
止
す
る

結
果
を
導
き
出
し
て
い
る
。

　

多
治
見
市
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
（
ソ
フ
ト
対
策
）

　

平
成
27
年
、
浸
水
事
前
防
災
行
動
計
画（
以
下「
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
」と
い
う
）を
策
定
す
る
た
め
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
検
討
会（
以
下「
検
討
会
」と
い
う
）を
立
ち
上

げ
た
。

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
災
害（
特
に
台
風
）の
発
生
を

前
提
と
し
て
、
防
災
関
係
機
関
が
災
害
対
応
の
状
況

を
あ
ら
か
じ
め
情
報
共
有
し
た
上
で
、「
い
つ
」「
誰

が
」「
何
を
す
る
か
」
に
つ
い
て
、
防
災
行
動
と
実
施

主
体
を
時
系
列
で
整
理
し
た
計
画
で
あ
る
。

　

座
長
に
わ
が
国
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
第
一
人
者
で

あ
る
松
尾
一
郎
氏
を
迎
え
、
多
治
見
市
（
防
災
、
道

路
河
川
、
下
水
道
、
福
祉
、
教
育
、
消
防
等
の
各
担

当
部
署
）、
中
部
地
方
整
備
局
庄
内
川
河
川
事
務
所
、

同
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
、
岐
阜
県
（
防
災
、
道

路
、
河
川
、
土
木
の
担
当
部
署
）、
岐
阜
地
方
気
象

台
、
岐
阜
県
警
察
、
消
防
団
、
市
民
代
表
な
ど
、
本

市
の
水
防
体
制
を
担
う
機
関
が
参
加
し
た
。

　

検
討
会
で
は
、
平
成
23
年
豪
雨
の
対
応
を
振
り
返

り
、
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
課
題
を
踏

ま
え
た
各
組
織
に
お
け
る
防
災
行
動
の
検
討
、
防
災

行
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
整
理
お
よ
び
役
割
分
担
の
整

理
な
ど
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に
議
論
さ
れ
、

第
５
回
検
討
会
に
お
い
て
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
完
成

に
至
っ
た
。

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
概
要
と
運
用
状
況

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
５
段
階
。
１
０
０

項
目
の
「
行
動
内
容
」
と
、
そ
の
下
に
ぶ
ら
下
が
る

１
７
２
項
目
の「
行
動
細
目
」で
構
成
さ
れ
る
。

　

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ（
立
上
げ
）は
、
ト
リ
ガ
ー（
移
行
基

準
）を「
多
治
見
市
が
72
時
間
〜
24
時
間
後
の
台
風
の

予
報
円
に
入
る
場
合
」
と
し
、
主
な
行
動
内
容
は
、

情
報
収
集
や
体
制
の
確
認
。
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
（
準
備
）

は
、
ト
リ
ガ
ー
を
「
岐
阜
県
内
に
24
時
間
雨
量

２
０
０
㎜
以
上
の
降
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
」と
し
、

主
な
行
動
内
容
は
、
災
対
本
部
の
設
置
や
自
主
避
難

者
へ
の
対
応
を
想
定
。
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
（
早
期
警
戒
）
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降雨量(mm)

気象庁
多治見アメダス

岐阜県多治見土木
事務所脇之島観測所

多
治
見
市
の
平
年
の
年
間
降
雨
量

台風
15号
豪雨

降雨量(mm/h)

最大1時間降雨量67mm/h　

時
9月19日 9月20日

１年間
約1600mm

24時間
465mm

図2 　平成23年９月豪雨における降雨量 資料：岐阜県多治見土木事務所脇之島観測所実績
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は
、「
多
治
見
市
に
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ

た
場
合
」
と
し
、
主
な
行
動
内
容
は
、
避
難
所
開
設

準
備
な
ど
。
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ（
行
動
）お
よ
び
Ⅴ（
緊
急

対
応
）
は
、
本
市
の
土
岐
川
の
水
位
を
ト
リ
ガ
ー
と

し
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
で
は
内
水
氾
濫
に
備
え
た
避
難
準

備
情
報
の
発
令
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅴ
で
は
、
内
水
氾
濫
に

備
え
た
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
の
発
令
を
主
な
内
容

と
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
台
風
第
16
号
、
平
成
29
年
台
風
第
５

号
、
同
年
台
風
第
21
号
で
は
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
Ⅲ
ま
で
進
ん
だ
が
、
関
係
機
関
が
相
互
に
情

報
共
有
し
、
気
象
状
況（
時
系
列
）に
応
じ
た
、
漏
れ

の
な
い
、
早
め
の
防
災
行
動
を
着
実
に
実
行
で
き
た
。

　

台
風
第
16
号
対
応
に
お
い
て
は
、
避
難
情
報
と
し

て
、
内
水
氾
濫
を
想
定
し
た「
避
難
指
示（
緊
急
）」を

発
令
す
る
事
態
と
な
っ
た
が
、
結
果
的
に
は
“
空
振

り
”
に
終
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
空
振
り
を
恐
れ

ず
早
期
に
対
応
で
き
た
こ
と
は
、
市
民
の
命
を
守
る

観
点
か
ら
、
決
し
て
失
敗
と
捉
え
る
の
で
な
く
、
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
適
正
な
運
用
に
よ
る
効
果
で
あ
る
と

評
価
し
て
い
る
。

　

課
題
と
展
望

　

本
市
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
台
風
の
襲
来
に
よ
る

内
水
・
外
水
氾
濫
を
想
定
し
た
浸
水
対
策
計
画
で
あ

る
。
し
か
し
、
平
成
29
年
度
中
の
避
難
情
報
の
発
令

状
況
を
見
る
と
、
浸
水
に
起
因
す
る
も
の
が
３
件
、

土
砂
災
害
に
起
因
す
る
も
の
が
２
件
で
あ
り
、
土
砂

災
害
も
浸
水
と
同
等
の
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
平
成
29
年

九
州
北
部
豪
雨
の
よ
う
に
、
台
風
と
前
線
の
影
響
に

よ
り
、
豪
雨
の
発
生
地
点
や
時
間
が
予
測
し
が
た
い

と
い
う
気
象
観
測
上
の
課
題
も
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま
え
、
災
害
対
応
を
振
り
返

り
、
検
証
し
、
さ
ら
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図

る
と
と
も
に
、
各
地
区
の
降
雨
状
況
や
災
害
種
別
に

対
応
す
る
べ
く
、
地
区
版
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
や

土
砂
災
害
に
備
え
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
“
オ
ー
ル
た
じ
み
”
で
災
害
に
立
ち
向
か
う

　

本
市
に
お
け
る
過
去
の
災
害
お
よ
び
局
地
化
、
激

甚
化
す
る
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ

フ
ト
対
策
を
総
動
員
し
て
防
災
・
減
災
対
策
を
講
じ

て
き
た
。
浸
水
対
策
実
行
計
画
に
よ
り
床
上
浸
水
の

解
消
が
期
待
さ
れ
、
ま
た
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
よ
り

関
係
機
関
が
行
う
防
災
行
動
に「
漏
れ
、
遅
れ
」を
生

じ
な
い
体
制
を
整
備
し
た
。

　

そ
れ
ら
防
災
対
策
に
お
い
て
、
特
に
重
要
視
し

て
い
る
の
は
、
市
役
所
内
の
部
署
に
限
ら
ず
、
国
、

県
、
気
象
台
、
警
察
、
消
防
団
、
市
民
な
ど
、
本

市
を
取
り
巻
く
多
様
な
関
係
機
関
が
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
で
、“
顔
の
見
え
る
関
係
性
”
を
構
築
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　

自
然
を
相
手
と
す
る
災
害
対
策
に
お
い
て
、
完
全

な
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。“
想
定
外
”
へ
の
対
応
を
考
え
た
と
き
、
最

終
的
に
力
と
な
る
の
は
、
市
役
所
内
の
結
束
力
、
市

民
や
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
体
制
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
防
災
に
関
す
る
施
策
を
通
じ

て
、“
顔
の
見
え
る
関
係
”が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
一
番
の
強
み
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

図3 　タイムラインの運用状況（平成28年度～平成29年度）

年月日 台風等 到達ＴＬステージ（避難情報）

平成28年８月20日～ 22日 台風第９号 ステージⅠ

平成28年９月19日～ 20日 台風第16号 ステージⅢ（避難指示）

平成28年10月３日～６日 台風第18号 ステージⅠ

振り返り～見直し作業 ⇒ ＴＬ『平成29年度運用版』に改訂

平成29年８月３日～８日 台風第５号 ステージⅢ（避難準備・高齢者等避難開始）

平成29年９月15日～ 18日 台風第18号 ステージⅡ

平成29年10月21日～ 23日 台風第21号 ステージⅢ（避難準備・高齢者等避難開始）


